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はじめに
北 ア ル プ ス に は ， 露 出 面 積 の 広 い　　　
（> 20 km²），2つの第四紀プルトン（黒部川
花崗岩体，滝谷花崗閃緑岩体）が存在する．こ
れらのプルトンは，超巨大噴火（それぞれ，
爺ヶ岳火山岩類，穂高安山岩を噴出した噴火）
後に生成したプルトンであり，黒部川花崗岩体
については，再生プルトンとして，マグマの浮
力により，激しい隆起・削剥を経て，地表に露
出するに至ったと考えられることを指摘した
（伊藤，2021；Ito et al., 2021）．今回，滝
谷花崗閃緑岩体についても再生プルトンにより
隆起したと考えられることを以下に述べる．

穂高・滝谷火山深成岩体のジルコンU-Pb年代
今回，滝谷花崗閃緑岩体から9地点，穂高安
山岩体から4地点で試料採取を行い，ジルコン
のU-Pb年代測定を行った．それぞれの地点で
得られた粒子年代をまとめ，確率密度曲線とヒ
ストグラムを作成したところ，滝谷花崗閃緑岩
と穂高安山岩はそれぞれ，1.4 Maと1.9 Maに
ピークを持つ年代分布を示した（Fig. 1）．大
略的には，穂高安山岩が1.9 Ma頃に噴出し，
50万年後の1.4 Ma頃に，再注入したマグマが
固結し，滝谷花崗閃緑岩になったと考えられ
る．1.55 Maに爺ヶ岳火山岩類が噴出し，
1.0 Ma頃に生成した黒部川花崗岩（Ito et al., 
2021）とは，噴火から花崗岩の生成に至る期
間がほぼ同じ（50～60万年間）であり，滝谷
花崗閃緑岩分布域も黒部川花崗岩分布域と同様

のメカニズム，すなわち再生プルトンおよびそ
の生成に関与したマグマの浮力による上昇で現
在の地形形成に至ったことが推測される．原山
ほか（2003）は槍穂高連峰の東側への約15～
20°の傾動の原因を東西圧縮力に求めたが，再
生プルトンによる局所的な隆起がこの傾動を起
こしたとしても説明可能と考えられる．

滝谷花崗閃緑岩体西部の性状
傾動隆起の根拠の一つとして，原山ほか
（2003）は，滝谷花崗閃緑岩体中のマイロナ
イトの存在を指摘している．その位置は原山ほ
か（2003）には示されていないが，マイロナ
イトが存在するとすれば，黒部川花崗岩と同様
に岩体の西縁であると思われる．Fig. 2に今回
採取した試料のうち，滝谷花崗閃緑岩分布域西
縁から採取した試料（試料採取位置の緯度・経
度：36度17分59.89秒；137度36分50.96秒）
の薄片写真を示す．同写真より，石英には，マ
イロナイトに特徴的な流動変形が認められず，
他の採取地点の薄片でもマイロナイトが認めら
れないことから，滝谷花崗閃緑岩体中には地下
深部から断層運動により地表にもたらされた岩
石（＝マイロナイト）は存在しないと考えられ
る．
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Fig. 1. ²³⁸U‒²⁰⁶Pb age distributions (histogram, probability density plot) for zircon younger 
than 10 Ma for (a) the Takidani Granodiorite and (b) the Hotaka Andesite. n = number of 
grains plotted.
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Fig. 2. Photomicrographs (taken in plane- and cross-polarized light) of the Takidani 
Granodiorite that show no signs of shearing. Qz: quartz, Pl: plagioclase, Amp: amphibole,  
Bt: biotite.


